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本研究の目的は，栃木県の民俗芸能である獅子舞と八木節を題材として，伝統的な動きを活かしながら，
自由な表現への発展を意図した表現運動の教材を開発することである。獅子舞の低く踏みしめるような足取
りや腰の動き，八木節の軽快な足さばきや手さばきは日本民踊の特徴的かつ基本的な動きであり，この動き
をしっかりと身につけた上で，動きの工夫に対する指導支援をする授業実践を通して，学生は自由で創造的
な表現を楽しむことができ，学習の継続への意欲を示した。この結果を踏まえて，小学生を対象とした単元
計画，指導案を練り直し，また，動きの見本や自由な表現の展開例をDVDに録画し，映像資料としたこと
により，指導に自信がないと回答した教員に実践における有効な指導資料を提供することができた。

キーワード：表現運動，民俗芸能，自由な表現，創造的な取り組み，教材開発

1．研究の背景
平成10年（2002）改訂の小学校学習指導要領に
おいて，低学年の「模倣の運動」が「表現リズム
遊び」になり，簡単なフォークダンスを含めて指
導できるようになった。また，「表現運動」の内容は，
中学年は「表現」と「リズムダンス」，高学年は「表
現」「フォークダンス」で構成され，それぞれ，フォー
クダンス，リズムダンスを加えて指導することが
できると示された。加えて，高学年の「フォーク
ダンス」は日本の民踊を含むとされ，松尾（2004）は，
改訂のポイントの一つとして位置づけられた日本
の民踊は，「地域に伝承された民踊を取り上げて踊
る」ようにし，「日本各地の代表的な民踊に取り組
む場合は，特徴の異なった踊りを味わえるように
する」注1）ことが求められていると述べている。
「日本の民踊」が学習指導要領の改訂でクローズ
アップされた理由については，単に踊って楽しむだ
けでなく，自分が生まれ育った土地や国について改

めて実感するということ，日本の伝統文化を見直し
て郷土に愛着と誇りを抱くことが大きな理由として
あげられる。
しかし，その伝承について，本田（1992）は，地
域に根ざしたダンス教育を目指し，「急速な社会の変
革は芸能や祭りの変容を余儀なくし，従来の伝承方
法をそのまま踏襲するだけでは，伝承があやぶまれ
ている事例が多いと聞いている。伝統芸能の継承と
いう意味からも，新しい伝承方法への取り組みや芸
能を土台とした新しい交流の場の創造の試みが必要
とされているのではないだろうか」（p.209）と提言
している。また，東京国立文化財研究所（1999）に
よると，伝承と創造の関係について，新しい時代の
子ども達のリズムにあった日本の芸能が作り上げら
れているという実態があり，それが芸能の宿命であ
り，特性であるというまとめを報告している。
一方，学校現場では，表現運動をどう教えたらよ
いか分からないと思っている教員も多くいる。酒向・
平田・猪崎（2017）の小学校教員のダンスに対するジェ
ンダー・イメージ，抵抗感と羞恥心についての調査
では，ダンスを指導することへの抵抗感がある教員
が「どちらかといえば抵抗がある」「抵抗がある」を
合わせると，全体の55％が抵抗感を抱いていること
が分かったと述べている。また，八嶋・茅野（2004）
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の栃木県の体育授業での表現運動の実践についての
調査では，90％の教員が運動会での実践と回答し，
そのうち授業と併用した実践は57％と回答（複数回
答）していること，この結果は全国的にも同様の傾
向がみられると述べている。つまり，小学校の表現
運動の学習を，運動会でのダンスの練習時間に充て
てしまっているという現状が少なからず窺えるとい
うことである。
また，その運動会では，流行りのよさこいソーラ
ン節や沖縄民踊エイサーを披露したり，既成のダン
スをそのまま振り写して教えたりする，「振り付け習
得型学習」にとどまっている例も見受けられる。振
り付け習得型のダンスでは，表現運動のねらいから
大きく外れてしまっていると言われている。
そこで，本研究では，
①栃木県に伝わる民俗芸能注2）について調べ，その
中から児童が取り組みやすく，かつ，指導しやす
い題材を探究する。
②表現運動や民踊についての教員の意識調査及び
分析をすることで，民踊に期待すること，指導上
の課題について明らかにする。
③以上を踏まえて指導計画，指導案を作成し，授
業実践を行うことで開発した教材の有効性につい
て検証する。
これらを通して，栃木県の民俗芸能を題材とした
教材開発を行い，今後の現場に資する授業実践資料
としてまとめることを研究の目的とする。

2．研究方法
（1）実態調査
栃木県の民俗芸能の取り組み（八木節・獅子舞など）

について，文献や民俗資料館などから資料を収集し，
その基礎的知識や基本の動きを押さえる。
（2）現職教員へのアンケート調査
教師の民俗芸能についての意識調査と授業の実態

について以下の要領でアンケート調査を行う。
①対象者　　	宇都宮大学後期内地留学・教職大学

院に在籍の小学校教員19名
②調査期間　	平成29年11月27日～ 12月8日
③調査内容　	教員の表現運動に関する意識調査，

授業の実態，民踊の普及方法など
（3）授業実践
民俗芸能を題材とした表現の単元計画案と指導案
を作成（八木節と獅子舞）し，授業実践を行う。

①対象者　	宇都宮大学教育学部「ダンスA」受講
生（男子10名，女子7名）

②指導者　	筆者（TK）
③実施日　	平成29年12月20日・27日（水）

（4）学生へのアンケート調査
授業前後に以下の要領でアンケート調査を行う。
①実施日　授業前：12月20日指導前
　　　　　授業後：12月27日指導後
②対象者　前記，授業対象者
③調査内容
（前）属性，日本の民踊に対しての意識など
（後）	八木節・獅子舞を踊ってみての感想，今後も

学習したい栃木県の民踊など

3．結果及び考察
（1）本研究で題材とした民俗芸能（資料1・2）
栃木県には，神楽，稲作に関わる芸能，風流，盆
踊りなどたくさんの民俗芸能が残されている。
その中で，本研究では，栃木県県北に多く踊られ
ている獅子舞，足利や佐野の方面で踊られている八
木節を題材として教材化することにした。
八木節は他の教科とも関連しやすく，軽快な曲に
あわせて踊る，軽快な足さばきや手さばきに特徴が
ある踊りで，教員や子どもたちにも親しみやすいと
思われる。一方，獅子舞は，体全体で，低く踏みし
めるような足取りや腰の動きに特徴のある踊りであ
る。両者とも，その特徴としての動きに日本の民踊
の基本的な動きを含むとともに，特徴の異なった踊
りであることから教材化に適していると考えた。た
だし，獅子舞はゆっくりとした曲調のため，今の子
どもたちにとってリズムをとりにくいのではないか
と懸念される面がある。
（2）	民俗芸能及び表現運動の授業に対する教員の意識
1）学習指導要領上の民踊に関する理解度
学習指導要領の高学年で，フォークダンスの中に
日本の民踊が位置づけられていることを知っている
教員は37％であり，あまりよく知らない・知らない
と答えた教員が63％であった。高学年を担当したこ
とのない教員は理解不足になる傾向がみられた。
2）指導してみたい栃木県の民踊
どんな栃木県の民踊なら指導してみたいかに対し
ては，指導する自信がないと答えた教員が46％と多
く，自分が今まで指導したことがなく，民踊につい
てよく理解していない中で児童に教えることに不安
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がある教員が多いことが分かった。
現場の教員が取り入れやすい民踊は，八木節・五
段囃子が5割強と最も高く，また，次いで獅子舞が
25％であった。
3）表現運動の授業の実態
表現運動の授業実践については，運動会の練習の
ために表現運動の時数を当てている教員が95％と多
く，逆に表現運動の授業を行っていると答えた教員
は5％であり，授業として取り組みがなされていな
い実態が窺われた。
日頃困難に思っていることについては，授業が運
動会の為の練習に振り替えられている（31％）が最
も多い。また，民踊を指導したことがない，何をど
んなにふうに教えたらよいか分からない，即興のダ
ンス（表現運動）が指導しにくいとの回答をあわせ
ると57％と多く，表現運動の指導に難しさを感じて
いることが分かった。
4）授業実践に有効な資料等
表現運動の表現（創作ダンス）やフォークダンス
について，教材CDやDVD，1時間の指導計画があ
るとよいと58％の教員が答えている。体育の専門で
ない教員が指導する時に，視覚的にも分かりやすい
DVDがあると，教員もイメージしやすく，児童に正
確に伝えることができ，また，ある一定基準の指導
が可能になると言える。
次に，市町村ごとに教材開発されたものがあると
よいと答えた教員が27％であった。市町村ごとの教
材開発については，地域に根付いている民踊を共同
で学習ができること，地域に残っている民踊を次世
代に残していくことができる利点がある。
以上のことを勘案して，指導原案を作成した。

（3）学生を対象とした授業実践
90分の授業（小学校での2時間分）を2回行った。
教材化に当たっては伝統的な動きを活かしながら，
自由な表現への発展を意図することに留意した。
八木節では，軽快な足さばき（資料1：写真②，③）
や手さばき（同：⑪，⑫）を，また，獅子舞は，体
全体で，低く踏みしめるような足取り（資料2：写
真⑤）や構え（同：⑫）を基本的な動きとした。
自由な表現へ発展させるために，回る動きや前後
左右への動きなど，いくつかの組み合わせ例などを
示し，そこから自分なりの表現ができるようにグルー
プ活動をさせた。
1回目の授業では八木節・獅子舞の中で，自分が

踊りたい民踊を選択させ，それぞれ筆者が簡易な踊
りに作り替えた踊りの振りを指導した。誰もが踊れ
るように，八木節は，笠回しと足さばきを単純な動
きに変え，獅子舞は，低く踏みしめるような足取り
や腰を落とした動きを取り入れた繰り返しの多い踊
りにした。
そして，踊りのイメージをつかんだ後，各3人の
グループになり，32呼間の踊りを自由に表現して発
表した。
2回目の授業では，前回練習した基本の振りと自
由に表現した踊りを思い出して練習し，他の班と教
え合って64呼間の踊りを創り上げた。
しかし，1回目の授業の時に，八木節は，筆者が
簡易な踊りに作り替えた振りが，学生にとっては難
しかったようで，なかなか覚えられないという課題
が残った。そこで，2回目の授業では八木節の足さ
ばきや笠回しをより簡単な動きに変えて指導した（資
料1，2）。すると，スムーズに覚えられたことにより，
八木節のイメージがしやすくなり，次々と自由な表
現の動きをする学生が増えた。
（4）授業前後の民踊に対する学生の意識
民踊について今までどう思っていたかを授業前に
調査したところ，踊ってみたい・興味があると答え
た学生は，41％であった。その一方で，あまり踊り
たくない・踊りたくないと答えた学生は24％，どち
らでもないと答えた学生が23％，合わせて47％と割
合が高かった。その他では，「意識したことがなかっ
た踊り」，「踊りを知らなかった」などという意見も
あった。民踊に対してよく理解しておらず，興味関
心がなかったということが言える。
授業後の調査では，88％の学生がこれからも機会
があれば踊ってみたい・興味がでてきたと回答し，
踊る前の状態から約2倍に増加した。一方，踊りた
くない・あまり踊りたくないと答えた学生は24％か
ら0％に減少した。また，どちらでもないと答えた
学生も23％から6％に減少した（図1）。
それぞれの踊りについての感想では，「八木節は，
軽快なリズムで動きやすいが，笠回しやリズムの取
り方が難しい」という指摘があった。「獅子舞は，踊
りは分かりやすく，踊りやすいが，曲のリズムがつ
かみにくいので，踊りがそろいにくい」とのことだっ
た。また，獅子舞は自由な動きがしやすい，八木節
はイメージしやすいと答えており，この2つの民踊
は自由な表現へ発展しやすい踊りだと言える。
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図1．授業前後の民踊への意識

これらを踏まえて，小学校用の最終指導案を作成
した（体育科指導案1，2及び資料1，2）。また，基
本の動きやそれを基にした自由な表現例について
DVDに収めて映像資料とした。

4．まとめ
本研究では，栃木県の民俗芸能の中から，八木節
と獅子舞を題材として，伝統的な動きを活かしなが
ら，自由な表現への発展を意図して教材化した。
授業実践に当たっては，基本の動きを取り入れな
がら，八木節，獅子舞を誰もが踊れる簡単な動きに
するとともに繰り返しの多い踊りに工夫した。
その結果，学生の意識が大きく向上したと同時に
踊りの特徴を捉え，その題材にあった自由な表現で
踊ることもでき，教材に対しての有効性が図れたこ
とで，民踊の伝承と創造の両面が活かされた授業展
開が可能になる教材開発の提案をすることができた。
また，実践を踏まえて，教員が要望している指導
計画，指導案，DVDを作成したことで，小学校の現
場で活用できる教材として資することが期待される。
今後の課題は，①小学校での授業実践を継続し，
よりよい教材を作成していくこと，②誰もができる
指導案に改善することで，民踊の普及発展を図るこ
とである。
注1）平成20年『小学校学習指導要領解説体育編』
では、「日本各地域の民踊とフォークダンスで構成
され，伝承された踊りを身に付けてみんなで一緒
に踊る（略），特定の踊り方を再現して踊る定形の
学習で進められるのが特徴」（p.19）と記されている。
注2）民俗芸能とは，民俗行事のなかに伝承された
民間の芸能のことで，郷土芸能などともいうとさ
れている。民踊はこの一部である。
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図１．授業前後の民踊への意識 

これらを踏まえて，小学校用の最終指導案を作成 
した（表５，６及び資料１，２）。また，基本の動

きやそれを基にした自由な表現例について DVD に

収めて映像資料とした。 
 

４．まとめ 

 本研究では，栃木県の民俗芸能の中から，八木節

と獅子舞を題材として，伝統的な動きを活かしなが

ら，自由な表現への発展を意図して教材化した。 
授業実践に当たっては，基本の動きを取り入れな

がら，八木節，獅子舞を誰もが踊れる簡単な動きに

するとともに繰り返しの多い踊りに工夫した。 
その結果，学生の意識が大きく向上したと同時に

踊りの特徴を捉え，その題材にあった自由な表現で

踊ることもでき，教材に対しての有効性が図れたこ

とで，民踊の伝承と創造の両面が活かされた授業展

開が可能になる教材開発の提案をすることができた。 
また，実践を踏まえて，教員が要望している指導

計画，指導案，DVD を作成したことで，小学校の現

場で活用できる教材として資することが期待される。 
今後の課題は、①小学校での授業実践を継続し，

よりよい教材を作成していくこと、②誰もができる

指導案に改善することで，民踊の普及発展を図るこ

とである。 
注１）平成 20 年『小学校学習指導要領解説体育編』

では、「日本各地域の民踊とフォークダンスで構

成され，伝承された踊りを身に付けてみんなで一

緒に踊る（略），特定の踊り方を再現して踊る定

形の学習で進められるのが特徴」（p.19）と記され

ている。 

注２）民俗芸能とは，民俗行事のなかに伝承された

民間の芸能のことで，郷土芸能などともいうとさ

れている。民踊はこの一部である。 
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体育科指導案1
1　単元名　　日本の民踊（1／ 4～ 2／ 4）

2　本時のねらい
　・	音楽に合わせて，栃木県の民踊の手足の動きや腰の動き，小道具を操作する動きを捉えて踊ることが

できる[技能]
　・栃木県で親しまれている踊りを楽しんで踊ることができる[関心・意欲・態度]
3　展開

4　評価
・音楽に合わせて，栃木県の民踊の特徴的なステップや動きで踊ることができたか。[技能]
・栃木県で親しまれている踊りを楽しんで踊ることができたか[関心・意欲・態度]

 
 

 5

 
 
 

体育科指導案１ 
１ 単元名  日本の民踊（１／４～２／４） 
２ 本時のねらい 
 ・音楽に合わせて，栃木県の民踊の手足の動きや腰の動き，小道具を操作する動きを捉えて踊ること 

ができる[技能] 

 ・栃木県で親しまれている踊りを楽しんで踊ることができる[関心・意欲・態度] 
３ 展開 

 
 
導

入 
 
 
 
 
 
 
 

展

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め

 

学習活動 時間 指導上の留意点・支援  準備等 

１学習への見通しをもつ  
・栃木の民踊（獅子舞・八木節）の由

来について知るとともに，ＶＴＲで踊

り方や感じをつかむ 
 
２本時のめあてを確認する  
 
 
 
・本時のめあてを知る 
・踊りの流れを知る 
・曲に合わせて練習する 
 
３曲のリズムに合わせて踊る 
・３人グループになり，曲に合わせて

練習する 
 
 
 
 
 
４動きの特徴を捉え，動きを作る 
・３人組になり，８×４の３２呼間の

動きを考える 
 
 
 
５簡単な小作品として，見せ合いをす 

る  
 
６学習のまとめをする 

10 
 
 
 
 

10 
 
 
 
 
 
 
 
25 
 
 
 
 
 
 
 
 
30 
 
 
 
 
 
10  
 
 
5 

・本時の学習の流れを示して見通しをもた

せる 
・八木節・獅子舞の由来について伝え，興

味をもたせる 
 
 
 
 
 
・栃木の民踊の由来を知って，踊り継がれ

ている背景を考えさせる 
・一連の動きを覚えさせる  
 
・同じグループの友達と動きの確認をし，

繰り返し練習する 
・電子黒板を用意し，獅子舞・八木節の踊

り方がいつでも確認できるようにしてお

く 
 
自由な 
 
・獅子舞の踊りから特徴的な踊りをイメー

ジし，動きを考えさせ，動きのもつ独特の

動きに親しませる 
 
 
 
・友達の発表をみて，助言や賞賛をする 
 
 
・本時の振り返りをし，次時の学習内容を

知らせる  

学習予 
定表 
模造紙 
 
 
 
 
 
 
 
CD 
ラジカ

セ 
 
 
 
 
電子黒 
板 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 評価 
・音楽に合わせて，栃木県の民踊の特徴的なステップや動きで踊ることができたか。[技能] 
・栃木県で親しまれている踊りを楽しんで踊ることができたか[関心・意欲・態度] 

 
 
 
 
 
 

 

音楽に合わせて，栃木県の民踊の特徴的な動きで踊ることができる 

・腰を落とした構えのポーズ 
・高低の動き 

栃木県の民踊の特徴的な動きを活かし，自由な表現へ発展することができる 
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体育科指導案１ 
１ 単元名  日本の民踊（１／４～２／４） 
２ 本時のねらい 
 ・音楽に合わせて，栃木県の民踊の手足の動きや腰の動き，小道具を操作する動きを捉えて踊ること 

ができる[技能] 

 ・栃木県で親しまれている踊りを楽しんで踊ることができる[関心・意欲・態度] 
３ 展開 

 
 
導

入 
 
 
 
 
 
 
 

展

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め

 

学習活動 時間 指導上の留意点・支援  準備等 

１学習への見通しをもつ  
・栃木の民踊（獅子舞・八木節）の由

来について知るとともに，ＶＴＲで踊

り方や感じをつかむ 
 
２本時のめあてを確認する  
 
 
 
・本時のめあてを知る 
・踊りの流れを知る 
・曲に合わせて練習する 
 
３曲のリズムに合わせて踊る 
・３人グループになり，曲に合わせて

練習する 
 
 
 
 
 
４動きの特徴を捉え，動きを作る 
・３人組になり，８×４の３２呼間の

動きを考える 
 
 
 
５簡単な小作品として，見せ合いをす 

る  
 
６学習のまとめをする 

10 
 
 
 
 

10 
 
 
 
 
 
 
 
25 
 
 
 
 
 
 
 
 
30 
 
 
 
 
 
10  
 
 
5 

・本時の学習の流れを示して見通しをもた

せる 
・八木節・獅子舞の由来について伝え，興

味をもたせる 
 
 
 
 
 
・栃木の民踊の由来を知って，踊り継がれ

ている背景を考えさせる 
・一連の動きを覚えさせる  
 
・同じグループの友達と動きの確認をし，

繰り返し練習する 
・電子黒板を用意し，獅子舞・八木節の踊

り方がいつでも確認できるようにしてお

く 
 
自由な 
 
・獅子舞の踊りから特徴的な踊りをイメー

ジし，動きを考えさせ，動きのもつ独特の

動きに親しませる 
 
 
 
・友達の発表をみて，助言や賞賛をする 
 
 
・本時の振り返りをし，次時の学習内容を

知らせる  

学習予 
定表 
模造紙 
 
 
 
 
 
 
 
CD 
ラジカ

セ 
 
 
 
 
電子黒 
板 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 評価 
・音楽に合わせて，栃木県の民踊の特徴的なステップや動きで踊ることができたか。[技能] 
・栃木県で親しまれている踊りを楽しんで踊ることができたか[関心・意欲・態度] 

 
 
 
 
 
 

 

音楽に合わせて，栃木県の民踊の特徴的な動きで踊ることができる 

・腰を落とした構えのポーズ 
・高低の動き 

栃木県の民踊の特徴的な動きを活かし，自由な表現へ発展することができる 
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体育科指導案2

1　単元名　　日本の民踊（3／ 4～ 4／ 4）
2　本時のねらい
　・	音楽に合わせて，軽快な足さばきや手ぶりの動き・低く踏みしめる足取りや腰の動きをもとに，自分

を表現しながら踊ることができる〔技能〕
　・	栃木県の民踊の特徴的な動きを活かし，自由に表現することができる[思考・判断]
3　展開

4　評価
　・	音楽に合わせて，軽快な足さばきや手ぶりの動き・低く踏みしめる足取りや腰の動きをもとに，自分

の思いを表現しながら踊ることができたか[技能]
　・栃木県の民踊の特徴的な動きを活かし，自由に表現することができたか[思考・判断]

 
 

 6

 

体育科指導案２ 
１ 単元名  日本の民踊（３／４～４／４） 
２ 本時のねらい 
 ・音楽に合わせて，軽快な足さばきや手ぶりの動き・低く踏みしめる足取りや腰の動きをもとに，自

分を表現しながら踊ることができる〔技能〕 
 ・栃木県の民踊の特徴的な動きを活かし，自由に表現することができる[思考・判断] 
３ 展開 

 

導

入
 

 
 
 
 
 
 
 

展

開
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め

 

学習活動 時間 指導上の留意点・支援  準備等 

１学習への見通しをもつ  
・栃木の民踊（獅子舞・八木節）の踊

り方や特徴的な動きを確認する 
 
 
 
 
 
２本時のめあてを確認する  
 
 
 
 
・一連の動きや前回創作した動きを確

認し，曲に合わせて踊る 
・３人組になり，曲に合わせて練習す

る 
 
 
３作った動きを組み合わせてひとま

とまりの動きを組み合わせる 
・６人組になり，８×４の３２呼間の

動きを組み合わせる 
 
４簡単な小作品として，見せ合いをす 

る  
 
５学習のまとめをする 

10 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
20 
 
 
 
 
 
 
  
30 

25 

 
 
 
 
10 
 
 
5 

・本時の学習の流れを示して見通しをもた

せる 
・八木節・獅子舞の特徴的な動きを確認さ

せる 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・同じ班の友達と一連の動きを確認し，前

回創作した動きを練習させる 
・電子黒板を用意し，八木節・獅子舞の踊

り方がいつでも確認できるようにしておく 
 
 
・互いに作った動きを組み合わせて，動き

のもつ独特の動きに親しませる 
・八木節や獅子舞の踊りの意味を理解し，

班の友達と心を一つにして踊ることができ

るようにさせる 
・友達の発表をみて，助言や賞賛をする 
 
 
・本時の振り返りをし，次時の学習内容を

知らせる  

学習予

定表 
 
 
 
CD 
ラジカ

セ 
 
電子黒

板 
 
 
 
 
 
 
 

反省カ

ード

 

４ 評価 
・音楽に合わせて，軽快な足さばきや手ぶりの動き・低く踏みしめる足取りや腰の動きをもとに，自分

の思いを表現しながら踊ることができたか〔技能〕 
・栃木県の民踊の特徴的な動きを活かし，自由に表現することができたか。[思考・判断] 

 
  

音楽に合わせて，栃木県の民踊の特徴的な動きで踊ることができる 
栃木県の民踊の特徴的な動きを活かして，自由に工夫しながら踊ることができる 

八木節：軽快な足さばきや手ぶりの動き 
獅子舞：低く踏みしめる足取りや腰の動 

    き 
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体育科指導案２ 
１ 単元名  日本の民踊（３／４～４／４） 
２ 本時のねらい 
 ・音楽に合わせて，軽快な足さばきや手ぶりの動き・低く踏みしめる足取りや腰の動きをもとに，自

分を表現しながら踊ることができる〔技能〕 
 ・栃木県の民踊の特徴的な動きを活かし，自由に表現することができる[思考・判断] 
３ 展開 

 

導

入
 

 
 
 
 
 
 
 

展

開
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め

 

学習活動 時間 指導上の留意点・支援  準備等 

１学習への見通しをもつ  
・栃木の民踊（獅子舞・八木節）の踊

り方や特徴的な動きを確認する 
 
 
 
 
 
２本時のめあてを確認する  
 
 
 
 
・一連の動きや前回創作した動きを確

認し，曲に合わせて踊る 
・３人組になり，曲に合わせて練習す

る 
 
 
３作った動きを組み合わせてひとま

とまりの動きを組み合わせる 
・６人組になり，８×４の３２呼間の

動きを組み合わせる 
 
４簡単な小作品として，見せ合いをす 

る  
 
５学習のまとめをする 

10 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
20 
 
 
 
 
 
 
  
30 

25 

 
 
 
 
10 
 
 
5 

・本時の学習の流れを示して見通しをもた

せる 
・八木節・獅子舞の特徴的な動きを確認さ

せる 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・同じ班の友達と一連の動きを確認し，前

回創作した動きを練習させる 
・電子黒板を用意し，八木節・獅子舞の踊

り方がいつでも確認できるようにしておく 
 
 
・互いに作った動きを組み合わせて，動き

のもつ独特の動きに親しませる 
・八木節や獅子舞の踊りの意味を理解し，

班の友達と心を一つにして踊ることができ

るようにさせる 
・友達の発表をみて，助言や賞賛をする 
 
 
・本時の振り返りをし，次時の学習内容を

知らせる  

学習予

定表 
 
 
 
CD 
ラジカ

セ 
 
電子黒

板 
 
 
 
 
 
 
 

反省カ

ード

 

４ 評価 
・音楽に合わせて，軽快な足さばきや手ぶりの動き・低く踏みしめる足取りや腰の動きをもとに，自分

の思いを表現しながら踊ることができたか〔技能〕 
・栃木県の民踊の特徴的な動きを活かし，自由に表現することができたか。[思考・判断] 

 
  

音楽に合わせて，栃木県の民踊の特徴的な動きで踊ることができる 
栃木県の民踊の特徴的な動きを活かして，自由に工夫しながら踊ることができる 

八木節：軽快な足さばきや手ぶりの動き 
獅子舞：低く踏みしめる足取りや腰の動 

    き 
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資料1．獅子舞（基本の動き）抜粋
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資料１．獅子舞（基本の動き）抜粋 
 踊り方の順序 踊り方 

１ 

 

 
写真① 

 

 
写真② 

 

写真③ 

 
太鼓を手のひらで，左

右左と３回叩く（２回

繰り返す）。 

２ 

 

 
写真④ 

 

 
写真⑤ 

 

 
写真⑥ 

手を胸の前でクロス

させてから，左手を斜

め前に出し，右手は斜

め後ろに出す。足は，

左足を前に出し，曲げ

ている右足を戻し，太

鼓を両手で叩く（写真

③）。同様に反対方向

で行う（クロス→右手

を斜め前，左手は斜め

後ろ，右足前，左足曲

げる）。 

３ 

 

 
写真⑦ 

 

 
写真⑧ 

 

 
写真⑨ 

右側から八の字に回

る（右回り３呼間，左

回り３呼間）。 
正面を向いたら左足

を前に一歩出し，上半

身を前に倒し，太鼓を

小刻みに叩く。 

４ 

 

 
写真➉ 

 

 
写真⑪ 

 

 
写真⑫ 

太鼓を両手で叩いて

から，両手を上げる。 
両手を広げながら，左

足を後ろに引き，両足

を曲げる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



－186－

資料2．八木節（基本の動き）抜粋

*本稿は，平成29年度宇都宮大学教育学部後期内地留学報告書「郷土芸能を題材とした表現運動の教材
開発～伝承を通して自己表現できる児童の育成を目指して～」を敷衍したものである。

平成30年3月30日	受理
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資料２．八木節（基本の動き）抜粋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊本稿は，平成 29年度宇都宮大学教育学部後期内地留学報告書「郷土芸能を題材とした表現運動の教材

開発～伝承を通して自己表現できる児童の育成を目指して～」を敷衍したものである。 

 

 踊り方の順序 踊り方 

１ 

 

写真① 

 

 写真② 
 

写真③ 

左足で地面を蹴り，足を

前に出すと同時に，笠も

左足の前に出す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

 

 
 写真④ 

 

 
 写真⑤ 

 

 
 写真⑥ 

同じく，右足で地面を蹴

り，足を前に出すと同時

に笠も右足の前に出す。

そして両足をそろえて，

笠を膝の前で一度叩き，

両手を上に伸ばし，笠も

真上に挙げる。 
 
 
 

３ 

 

 
写真⑦ 

 

 
 写真⑧ 

 

 
 写真⑨ 

左手を上に伸ばし，右手

で傘を１回たたく。右手

首を押し出すように，45

度に出す。 
 
 
 
 
 
 
 

４ 

 

 
 写真➉ 

 

 
 写真⑪ 

 

 
 写真⑫ 

両手で笠をもち，頭の上

をなぞってから右横に

笠を出す（笠の内側を見

せる）。 
同様に反対方向で行う

（笠で頭をなぞってか

ら，左横に笠を出す。笠

の内側を見せる）。  
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